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イランの農業は従来その進展に梢極的な役割を

果たさなかった地主と農民によって担当されてき

た。地主がそうであったと同様に，政府も股業の

発展に対して意欲的ではなく，その結果，農業は

停滞を保っていたのである。しかし， 近年ー一ーと

くに 1958年以降—カスヒ゜海束岸のゴルガン地方

において，地主，商人，政治家，官吏， 王室関係

者などによる典場設立が活発になった。 これらの

農場は，従来の経営法とは完全に異なり，企業家

的に経営されているが， このような農場の出現，

またその経済活動は強いインパクトとなり， 従来

停滞的であったこの地方の農業を大きく変容させ

ている。

企業家的典場は，現在， ゴルガン地方のみに顕

著にみられ，他の地方ではいまだ例外的であるが，

テヘラン近郊，マシュハッド (Mashhad)，フゼスタ

ン(Khuzestan)などの地方では，ゴルガンの農場を

モデルにした脹場が誕生しつつある。

筆者はイラン滞在 (1961年3月から63年9月）の

後半「農業機械化の進展」と「企業家的股業経営

の展開」を研究の中心課題としてきた。 とくにゴ

ルガン地方における企業家的農場の展開に関心を

もち， この地方を中心に調査を行なった。この調

査については追って別に報告裳をまとめる予定で

あるが，ここでは企業家的農場の瑚出を促す先駆

者的役割を果たしたマハダヴィ農場 (Mahdavi)の

成立，展開を事例として紹介し，後に発表する報

告替のプロローグとしたV‘o

調査は1962年 9月， 63年 3月の 2回にわたって

実施されたが， 調査にあたって CommunityDe-

velopment Organizationの GorganAgencyの

長， Eng.Mo'tadelならびにゴルガン地方の同

Agencyのメンバーには，多大の便宜供与をうけ

た。ここに記して謝意を表したい。

I イランの地主

本論にはいるまえに， イランの地主は従来どの

ような形で農業生産の展開に関与していたかを略

述してみよう。

この国の約75％の耕地は地主によって所有され

ているが， 大別して高原地方の地主とアルボルズ

山脈北側， つまり， カスヒ゜海沿岸地方のものとで

は，耕地の経営の仕方，生産に対する役割の度合

いに若干の差異がみとめられる。

まず，高原地方の地主は，耕地をいくつかのプ

ロットに分け， このおのおののプロットに一定数
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の農民ほ1) を配属し，•かれらに協業を行なわせて

いる。収穫は地方の習慣に応じて，収穫湯におい

て地主と農民の問で一定の割合で分益されるのが

一般的である。種子，役畜，小農具などは．その

ナペてを， また一部を地主が提供する場合と， L馬

民が負担する場合とがある。また，地主が農民に

対して現物，現金の前貸しをするケースも多々み

られる。そのほかに，カナートと呼ばれる地下潅

漑沸を保持することが，農業生産を行なうために

不可欠であり， このカナートの維持に相当の出喪

が必要とされる。

すなわち，この地方の地主にとっては，役畜な

どを提供し，農民に前貸しをしている場合にはと

くにそうであるが， 農民が役畜などを負担してい

る場合にも，生産に対して完全に無関係でいるこ

とはできず， 土地からの利洞の一部を，還元する

ことが不可欠なのである。

しかし，地主による追加投資は，単純再生産を

維持するための鉱囲内でしか行なわれておらず，

それが経済の変動を創造するような作用を果たし

ているものではない。このような意味において，

かれら地主は農業の動態的変動という点に関して

は完全に無機能的であるといえよう。

一方，カスピ海沿岸地方においては事情がやや
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異なっている。 カスビ悔南岸のマーザンデラン，

ギーーラン地方では， 高原地方のように数人の農民

の協業を基礎とした経営はみられず， 地主は農民

と個々に小作契約（注2)を結んでいる。この湯合，

種子，役畜などは小作人が負担しており，また．

9卜作人に対する詢貸しはなされないのが一般的で

ある。 この地方は雨嚢に恵まれてVヽ るので．カナ

ートなどの潅漑施設をもたずして耕作が可能であ

り，かれら地主にとっては，潅漑施設に対する投

資は必要としない。すなわち，この地方において

は， 同規模の生産を繰りかえすかぎり，何らの追

加投資を行なう必要がないのである。一般にかれ

らは農業生産を増大し，より多い利潤を得よう

という意欲をもたず， 生産に対して何らの役割も

果たさないレントナー地主となっているのであ

る。

つぎに，ゴルガン地方についてみてみよう。こ

の地方でも山岳部の地主は， マーザンデランの連

主と同じくレントナー地主である。 また，平原部

においては．つぎのようである。 1900年以前には．

この地方ではトルコマン部族が放牧を行なってお

り，農耕社会の岸位である村はほとんどなかった。

しかし，イランを工業用原料（綿），食栂（米）の主

要な供綸地としていたロシア政府（イランに作った



利権会社を通して）は，当地方の地主（山岳地方の地

主とか，この地方の交易都市の商人など）を奨励し，

平原地方での新田開発を促進させた。 この時期に

多くの地主が資本を投下して，米・綿（ロシア人

の技術的指部をうけて）などを栽培するために土地

の開発を行ない， 多くの村が出現した。これらの

地主は股業経営に対してかなり意欲的であり， 従

来完全に牧密経済中心であったゴルガン平原部

も，かれらの活動によりこの時期に若干の発殷が

みられたのである。 しかし， 1934年に前国王レザ

ー・シャーがこの地方の土地をすべて王領地化す

ることによって， かれら地主の農業発展に対する

積極的な活動は姿を1肖すこととなった。

レザー・シャーの退位後 (1941年），王領地村の

一部は元の所有者に返還され，ふたたび， 地主に

よる土地所有が始まった。しかし， かれらは以前

もっていた企業家精神を完全になくしており， た

だ土地からの小作料徴収のみに関心を有すレント

ナー地主となっていたのである。

このように， 経営形態に若千の差こそあれ，本

質的には股業の展開に生産的な役割を果たしてい

ない無機能的な地主， これがイランの地主につい

ての従来の一般的な姿であった。そして，このよ

うな地主の存在が， イラン｝農業の停滞の主要な要

因の一つとなっていたといっていいであろう。

（注 1) 各プロットの面戟，配屈される裁民の数は

地方によって)知なっている。なお，高原地方の地主の

ー類堕については，打i1稿， 「イランの森村ーテヘラン

近郊クーレババードの事例ー」，『アジア紐済』， 1964年

2月号を参照されたい。

（注2) 小作料は定額（物納，金納）が一般的で，

高原地方のように分益設や sharecropperはみられな

い。

II 企業家的J農場 “DeimikarCo.’'の成立

すでにみたように， イランの農業は生産に和極

的な役割を果たさなかった地主によって担当さ

れ，そこには何らの変動もみられなかった。 しか

し， このような停滞的股業に大きな衝激を与える

主体が1949年，ゴルガン地方に出現したのである。

これは DeimikarCo. Ltd. (Dry Farming Co. 

Ltd.)と称する会社形態をとった股場であった。こ

の耕拉楊は， 従来の地主による経営法とは異なり，

企業家的に経営されたものであった。末利用可耕

地を国より借り， 人力また機械力でもって開発・

耕地化して， 貿労働者， トラクター・コンバイン

などの股業機械を使って小変（非潅漑農法によって）

の生産を行なった。従来の地主の所有する土地と

は異なり， ここでは股場からの利洞はふたたび投

資され，拡大再生産がはかられていったのである。

では， イランではまったく新しい試みであった

この企業家的典場は， いかなる人々によって創設

されたのであろうか。また， 農場設立のための資

本はV•、かなる種類のものであったのか。まず，企

業者，衰本の性格よりみていこう。

この会社の設立に参加したのは 7人であるが，

それはつぎのような人々であった。

(ll Eng. Ibrahim Mahdavi氏。テヘラン大学

農学部卒，設立当時の RazmAka内閣の農務

大臣， 1960年第 1，第2次 SharifEmami内閣

でも股務大臣， 1962年 Khuzestan州知事など

を歴任。 Behshar,Birjand, Sabzevar地方の大

地主で， いわゆる千家族のなかに数えられる

Mahdavi家に属している。

(2) Asadollah Alam氏。テヘラン大学農学部，

Oxford大学卒業， 1950年の第6次 Sae<l内閣

で内務大臣，股務大臣，第 2次 AliMansur内

閣で股務大臣をつとめ，農場設立時 RazmAra 

内閣では労働大臣であった。のち， 1954年の第

2次 HoseinAla内閣では内務大臣，ついで
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Pahlavi財団総裁， Baluchestan州知事などを

歴任， 1962年には AliAminiを継いで首相とな

るなど， 政界の要職を占め，またとくに国王の

信任が駆い。父 (ShokotalMolk)は Balches tan 

でもっとも有力なハーンで， Alam氏は父の辿

産を継いでこの地方に広大な土地をもってい

る。

(3) Chaikar氏。インド， アメリカ，イギリス

などに留学，滞在。 Khuzestan開発会社技師。

父はレザー・シャーの治世， Gilan地方に茶栽培

をもたらした。

{4) Eng. Rajidad氏。設立当時， GorganJ.良務

局長， 1951年まで。

(5) Malekpur氏。 Anglo-IranianOil Co.の高

級社員， テヘランにおいて工場を経営してい

た。

(6) Haji Farzane氏。 Birjand地方の大地主。

(7) Abizadeh氏。大地主。

会社は上記7氏によって設立されたのである

が， ここで特徴的なことは当時の政界でリーダー

シップを握っていたもの，また， 従来農業の発屈

には無機能的であった大地主が農場設立に参加し

たということであろう。

政治家（大地主でもある），大地主，農業技師など

のこの 7人のグループの中で， 指導的な役割を果

たしたのは， マノヽダヴィ脹相と股業技師チャイカ

ール氏であり，他の 5人の参画者は単に資本参加

のみ行なっていた。上記の 2人が経営にクッチし

ていたが，ことにチャイカール氏は 1951年会社を

去るまでの 2年問，経営者の地位にあった。チャイ

カール氏の父はすでにのべたように， ギーラン地

方に茶栽培をもたらした人で，父子ともに旧来の

農業にあきたらず新しい農業経営を行なおうとい

う意欲をもっていた。 チャイカール氏は父の蒋入
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した新しい農業を見たほか， インド，アメリカ，

イギリスなどに留学したとき， とくにアメリカ滞

在中にみた近代的農業経営より強い影態をうけ，

イランにおいてもアメリカ式殷業を行なおうとい

う試みをもっていたようである。そして，かれに

よりゴルガン地方において大農経営を行なおうと

いう発案がなされ，強大な社会的影幣力，政治力，

大きな贅本力をもつマハダヴィ氏の黄同を得， マ

ハダヴィ氏の政治力でもって上記の有力なメンバ

ーがそろい， イランで最初の会社形態をとる農場

ができあがったのである。

では， つぎに典場設立のための資本はどのよう

にして調達されたのであろうか。

まず，アラム氏と最大の株主であったマハダヴ

ィ氏の両政治家についてみると，．かれらはともに

それぞれホラサーン州， バルチスタン州に広大な

土地をもつ大地主であった。かれらは当時政界で

活躍していたが， その政治・社会活動の経済的基

盤は土地からの利潤によっていたのであり，新農

場への衰本もその一部をもってあてたものと考え

られる。

また， 同じ大地主であるファルザーネ，アビーザ

ーデ両氏の場合にも， まったく前記2氏と同じこ

とがいえる。 チャイカール，ラジーダードの両氏

も， 前記4氏ほどに大きくはないがやはり地主で

あり， その資本調達は土地からのそれ以外に考え

られない。 ただ，マレクフ゜ール氏の場合のみは，

テヘランにおける工場経営によって菩精されたも

のがあてられたといえる。

いずれにせよ， この農場を設立するための衰本

の大部分は， 古い型の農業経営を通じて得られた

ものによって梢成されていたのである。

では， このようなまったく新しいタイプの農場



は何が誘因となって成立したのか。停滞的な農業

の中で， この種の経済の創造を促進させた要因は

何であったのか。

まず第 1に，どうしてかれら政治家， 大地主た

ちが小変の生産を行なうために新しい投資をした

のであろうか。

イランの耕地面梢の約62％は小麦栽培にあてら

れ，小麦がこの国農業の主要産物となっているが，

第2次大戦後は福要は国内生産でまかないきれ

ず，毎年かなりの批を輸入に頼らなければならな

かった。第 1表は 1934年から1950年までの循給と

価格の動きを示すものであるが， それによると，

1944年～47年は生産が増え輸出最も減っている。

しかし，股場の創立の前年 1948年には国内生産が

激減したが輸入餓もさして大きくなく， この年に

かなり大幅な価格騰徴がみられた。すなわち，表

第 1表小麦の面給と価格変動

(Jp．位： 1,000トン）

-—―戸応丁嘩）＇（C）A+B (D) 
］ 岳 f.I-麟麟．...―一昼i 入批••生 産供．合・1i 

1934~38 100 
平均―22.51,8681,845.5(1935年）
1939 I o I -
1940 -15.0 1,500 1,485国｝闊
翡靡gI 1,2竺 1,263竺醤
1~43 I 30.1 I 1,6so I 1,680.1 I soo 
1944 11.8 2,080 2,091.8 820 
!~4s I 2.2 I 2; 100 I 2;102.2 I 600 
1946 I -! 2;oso I ・ -I 600 

~~47 I 4.6 I 1,900 I 1,904.6 I 120 

翡盈：！ ｛：t腐 1,574.9’1,080

1950 107.4 2,263 i：翌UI誓
（注） （D）項の数（（（は，折れ線グラフより再生したも

のなので，かなりラフなも())であることを断って
おく。

（出所） （A)(B)(C)については Yearbookof Food and 

Agricultural Statistics, 1951 FAOより， また，
(D)は，テヘラン大学 TheInstitute for Economic 

Research,の機関誌 TaliqiqateEqtesadi 1962年

2月号所収， Eng.Mansur Ata'i の論文「13~4
年～1339年 (1935~1960)の小麦価格の変動」の
付図 1より。

(D)項によって明らかなごと＜，価格は前年の 720

から1080へと高騰している。今これを価格でみる

と， 1キログラム当たり 4.3リアル (1947年）から

6.5リアル（注3)と大幅に騰投したのである。

また， 自然に恵まれ生産が順調に行なわれたと

しても，絶対最は不足し， 価格も上昇の頻向を示

していた。このような市場条件， なかでも， 1948

年におけるイ1lli格騰糞が， 衰本を小麦生産のために

ひきつけた一つの主要誘因と考えられる。

また，戦中， 戦後におこった経済の混乱が当時

まだ続いており，企業家は工業，商業部門には安

定的な投資対象を求めがたい時期であった。 した

がって農業， なかんずく上記のような市場条件を

有す小麦の生産に対する投資は， 当時としてはも

っとも確実な投資対象の一つであった。 このよう

な事情も， 企業家に殷場に対する投資を行なわせ

た今一つの要因になっていたのである。

この農場設立に参加した 7人の企業家のうち，

そのほとんどのものが広大な土地を所有し，また，

既耕地以外に耕作可能な士地をももってV‘た。 し

かし， なぜかれらは自己の所有する土地で経営規

模を拡大して， 小麦生産を増加させようとしなか

ったのであろうか。少なくともチャイカール氏以

外の企業者にとって未知の土地にどうして農場を

設立したのだろうか。 なぜ，ゴルガンがかれらの

活動の対象として選ばれたのであろうか。では，

つぎにゴルガン地方がかれらの演本をひきつけた

要因を考えてみよう。

これにはまず， 国有地また王領地という形で，

広大な末利用可耕地， それも若干の土地加工で耕

地化しうる土地の存在したことがあげられよう。

1934年にレザー・シャーはマーザンデラン， ギ

ーラン地方などとともに，ゴルガン地方の既耕地，

未耕地も含めすべての土地を王領地化した。 1941

年， レ・ザー・シャーの即位後， 王領地のうち一部
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既耕地はその所有者に返還された。 しかし，未利

用地のすべては， 従来通り王領地として残ってい

た。すでに述べたように， 1900年以降平原部にお

いて土地の耕地化が進み多くの村が誕生していっ

たが， 依然として広大な未利用地が存在したので

ある。また， 王領地以外にも，この地方には若干

の国有地も存在した。 これら，王領地，国有地で

未利用地となっていたところは， そのほとんどが

潅木地，沼地などで， 開発にはさしたる困難性も

なかった。農場の設立に参加した企業家は強い政

治力をもっていたことはすでに述べた通りである

が，かれらはその政治力でもって， これら耕地化

されずに残っていた国有地， 王領地を獲得するこ

とができた。そして，このように新開地において

股場を経営することにより，既存の耕地を腺場化

することによって生ずる耕作股民との間のトラブ｀

ルを避けることができたのである。 この股場用地

として開発可能な， しかも，大規模な媒場を経営

するに適した広さをもつ王領地， 固有地が存在し

たこと， これがゴルガンに股場を誘致した一つの

主要な要因と考えられる。

また， 王領地の存在という特殊条件のほかに土

地そのものの条件とこの地方の自然環境もあげら

れなくてはならない。

まず，農場が使用したのは， 沼地，潅木地など

であり， またその上黒土質のかなり・肥沃な土地で

あったということ，すなわち， 士地の生産力がか

なり高かったという恵まれた条件下にあった。

カスピ悔の南を東西に走るアルボルズ山脈の南

側に位個する高原地方では降雨批が少なく， また

年によって降雨批に大きな変動がみられ， これが

高原地方一―—イランの大部分を占める一ーの農業

生産を制約する大きな要因となっている。しかし，
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アルボルズ山脈の北側にあるゴルガン地方では，

ギーラン，マーザンギラン地方とともに，適疫な

雨菰に恵まれ， また年による降雨枇の変動はきわ

めて少ない。第 2表はゴルガンの雨散をテヘラン

のそれと比較して示したものである。年間降雨枇

を比べた場合， テヘランの 189ミリメートルに対

し， ゴルガンは 539ミリメートルとなっている。

このような恵まれた降雨菌は， それがきわめて良

好な生産条件を提供しているのである。すなわ

ち，高原地方では， 降雨批が少ない上に，年によ

って雨散が変化するため， カナー．卜など湘漑施設

の撒備は不可欠であり， その建設，維持のために

巨額の演本が必要とされている。 しかし，ゴルガ

ンでは適度な雨批に恵まれているため， そのよう

な高価につく潅漑施設の賂備は生産を行なうため

に不可欠なものではない。 このような良好な自然

環境も農場成立の誘因となっていたのである。

第2表 ゴルガン地方の降雨砒と気趾

（テヘラン地方との比校）

雨批（ミリメートル） 気 温
・----- ・----・... 

ゴルガン テヘラン ゴルガン テヘラン
--・ • - - -• -・―-•一1946~50 
の平均

1946~50年 195911959• • • •---• -- ---．  
1月 45 i 42 I 9.3 
2月 65! 18 6.3t:｝ 
：月悶 1 塁 1?．．t 乱．・[

［り醤 li 乱•.9 各i.．g
； ］ 翡、り翌•.t 醤：｝ 

贔り 篇 も醤．•も翡：〗
11月 21 I 7 I 11.s 

-

12月 53 ; 40 8.1]］ l―__＿ ＿＿..．l ←--―---•一•—―—•一•••` ---

t I• 539 1 89 1 • I --

uli所） Ariel Zone Res邸 rch Centre, Jmni、[JI
R91i如 llData, University of Tehran, puhlicn・

lion No. 3. Tchvan. 1960. i'1eteorological Year-
book, Iran, 1959. 

テヘラン， ゴルガン間（約400キロメートル）は，



軍事上の目的でレ・ザー・シャーの時に建設された

鉄道と， 第 1級道路によって結ばれていた。この

ような地理的条件は， 農産物の商品化に有利な条

件を与えたほか， かれら企業家のテヘランとゴル

ガンの双方における活動を可能ならしめたのであ

る。

以上のべたような，土地条件（王領未利用地の存

低 l!諏/,(£),自然環境，地理的環境などは，この

地方に農場を成立さすための主要な要因であっ

た。 自然環境，地理的環槌(/)点でゴルガンよりす

ぐれ， また王領地が存在したギーランやマーザン

デランに農場が成立しなかったのは， 大農場を経

営するに十分な広さの未利用地がなかったからで

あり，また，自然環挑， 土地条件においてゴルガ

ンより劣らないダシュテ・モガーンに股場が生ま

れなかったのは， 地理的条件が極度に悪かったか

らである。 また，かれらが商原地方の自有地で農

場を設立したり， また経営面梢を増大せず，ゴル

ガンにおいてそれをなしたのは， 自然，土地，地

理条件の点ではるかにゴルガンより劣悪であった

からである。

すでにのべたように， この牒場は前記7氏の共

同出資により 1649年に成立したが，農場はアリア

バード (Aliabad)の近郊 Kamaranで国有地300ヘ

クタールを借地し， この土地を開発して小麦栽培

を始めていった。農場経営が軌道にのるや，農場

よりの利潤を土地， 潅漑施設などに追加投浚し，

農場の規模を拡大させていった。一方，最初は 7

人の出資者による会社形態をとっていたが， 漸次

共同出資者が離脱してゆき， 1958年にはマノヽダウS

ィ氏の個人牒場となった。

設立時より 1951年までは，位窮業技師のチャイカ

ール氏が秋極的に経営にタッチしていたが， 同氏

とマハダヴィ氏の間に意見の相述をきたし， チャ

イカール氏は同年脳場をはなれていった。ついで，

ラジダード氏もゴルガン股務局長よりイスファハ

ンに転勁するに及んで， 株を当時の宮内相のホセ

イン・アラー氏にゆずり渡した。翌52年にはテヘ

ランで工場を経営するヌーリー・エスファンディ

アーリー氏 (NuriEsfancliari)が参加し，ふたたび

出斑者は 7人になったが，その後， /:I:¥資者の離脱

が続き， 農場はヌーリー・エスファンディアーリ

ーとマハダヴィ両氏によって経営されることとな

った。しかし， 1959年には前者も農場経営より離

れ， 10年間存続した Deimikar会社は，マハダヴ

ィ氏の所有に婦し， ここに見駐楊は個人経営のマハ

ダヴィ農拗となったのである。

このように股場の形態は変遷したが， その間に

媒場は経営規模， 生産力をいっそう増大させてい

った。創立時には，すでにのべたように 300ヘク

タールの国有地の借地に成功した。 この土地は以

前放牧に使われており， 土地も平坦でl}筋］発・耕地

化にはさしたる困難も（半わなかった。 トラクター

を使って開発が急速に進められ， その年にはすで

に秋播き小麦が作付けられている。会社名が示す

ごとく， この会社は当初より非潅漑農法による股

業生産を主目的として発足したものであって， 後

に見られるような潅漑・による綿花の生産をもくろ

んでいたものではなかった。広大な末利用地を政

治力で獲得し，これを開発し， Ilヽ 変を生産するこ

とが，その初期の目標であった。

この地方の土地， 自然などの粂件は股場経営に

とり他の地方より悩れていたが， ただ労慟力調達

の点でゴルガンは農場経営に適していなかった。

ゴルガンも， また隣接するマーザンデラン地方で

も股民屈の分解が始まっておらず， 過剰人口の状

態になく， この地方の農民を股場労働者として吸
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収することはできなかった。そこで，マハダヴィ

氏は同氏の所有する Birjandの村より農民を移住

させることによってこの問題を解決した偲4)。

1950年になると， 農場はアリアバードから10キ

ロメートルほどのところにある Hajikolate村でワ

クフ地を 99カ年契約で 200ヘクタール借地した。

ここには若干の既耕地もあったが， そのほとんど

が未利用地であった。 51年にチャイカール氏の離

脱によ・り Kamaranの300ヘクタールは同氏の所

有に婦し， Deimikar会社は Hajikolate村のみを

経営することになったが， 54年になると Arazgol

で500ヘクタール，•Neitape で 100ヘクタールの王

領地を借地し，経営規模をいっきょに 800ヘクク

ールに伸張させた。 さらに小麦生産を通じて演本

菩租を続け， 1957年には Badlagで王領地800ヘク

タールを得たほか， それまで 4台しかなかったト

ラクターを 8台にするなど，農場の規模拡大をは

かっていった。

これらの土地もすべて未利用地であり，機械力，

人力でもって急速に耕地化を進めた。

綿花栽培（非潅漑による）も農場設立後数年にし

て始められ， しだいにその作付面稲も増えていっ

たが，農場経営の中心は小麦であり，綿花のウエ

イトは低かった。しかし， 1957年になるとカナー

トなどの潅概施設に投資し， 従来の非潅漑股法を

潅漑典法へと転換することになった。 この土地の

潅漑化とともに，綿作地を増やし綿花の小麦に対

するウエイトを高めていった。

1958年にはヌーリー・エスファンディアーリー

氏も股場を去り， マハダヴィ氏の個人経営となっ

たが， この年に同氏は Sabzevar地方の自有地で

も未利用地500ヘクタールを開発して， ここに農

場を設立している。また， 59年にはそれまで借地

していた Arazgolなどの王領地1400ヘクタールを
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買いとったほか， Masuma°badにおいても王領地

を150ヘクタール購入し（総経営規梃1750ヘククール

になる），従来の借地経営を自有地における経営へ

と切り換えている。

このように，経営規模を拡大する一方，深井戸，

自哄泉，イスラエルの技術を辞入した Sprinkler

Irrigation System（注5）などに巨額の資本を投下

し，土地の潅漑化を急速におし進めた。

土地の潅漑化とともに， 綿花の作付面梢，生産

は急速に増加してゆき， 1963年現在小麦 1000ヘク

タールに対して綿作地は 750ヘクタールとなって

いる。現在経営者の関心はもっぱら， 潅漑化を進

めることによって綿作地を増加する一方， 施肥，

農薬散布畑6)，優等種子の森入，進んだ栽培技術

の採用などを通じて単位面稼当たりの収蛋をふや

すことによって， 綿花生産の増大をはかることに

向けられている。また省力化紐7)も籾極的に進め

られ， 機械力が代替しうる過程には機械が苺入さ

れている（注8)。

このように， 当初わずか 300ヘクタールの士地

で始められた幾場は， 1963年には 1750ヘクタール

を経営する大農場にまで進展し， また，小麦栽培

中心より，綿作中心の股場となったのである。こ

のような農場の拡大， 綿作化の進展は，農場より

の利潤を再投資することによってもたらされた。

また， 新技術の森入も追加投斑と平行して意欲的

に行なわれ， 典場の生産力を高めていったのであ

る。

（注 3) Mansur Ata'i,「1314~1339年 (1935~1960) 

の小麦価格の変動」， 1'ahqi(1ateEqtesadi, p. 130. 

（注4) 農均の規樅拡大とともに設場労勧者はir,え

ていったが，これらは1950年代に始まった Zabol,Ma• 

shho.d地方からの移動労働者を吸収することによって

調逹された。なお，祝在伐場内で主要な地位を占める

トラククー迎松者など技術I関係労拗者，事務戦労働名，



労働者監抒などは，初期に Birjandより移住してきた

ものによって占められている。

（注5) Sprinkler Irrigationはj皮初この農場に消

入されたが， Mahclavi批場の採用に刺激されその後，

若千の大森楊によっても採Jl1されている。

（注6) 森薬散布は初期には人力によって行なわれ

ていたが，ついで大型の自動吠枯器が採Jllされた。

1963年朕よりは， ゴルガ、ハこできた設梨散布をih’t('lう

会社に委託し，飛行槻によって股楽散布がなされてい

る。なお，この会社は綿躁会社 0ii会社を痰下にもつ

新1化翰tl1会社によって設立されたものである。

・（注7) 綿花栽培の始まった初期においては， iと場

は租ii作にit労働者を使っていたが， 1959年になると，

発芽後の綿作地を 2~3ヘククールに細分し，これを

常Ki｛設栗労慟者に謂り当て，漑後の企労像を労倣者に

担当させ， JI又［投の一定淵合 (3分の 1•もしくは 5 分の

2)を労貨として支払う， という方法に切り換えた。

しかし，設渫散布などの過程に機械化が5§入されるに

及んでこの制度は廃止され，ふたたび貨労働者のみが

使われている。綿花{‘!：地が削えたが，機械化が進展し

たため，作付而甜に比例した労li9J者のhvl1)11はみられな

し‘o

（注 8) もっとも多くの労征り））を必要とする条ilイビ収

穫過程も機倣化する計画が立てられており，綿摘zA幾

の巡転操作などを8,f得するために，伐場の代理人が渡

米することが予定されている。

III マ ハダヴィ股場成立後のゴルガン

地方股業の変容

マハダヴィ農場の成立後， これが刺激となって

追従者的企業家が出現し， 多くの股場が設立され

た。これら企業家の媒場経営は自給的色彩の強か

った耕作農民にも波及効果を与え， この地方の農

業に動態的な変動を生みだすことになったのであ

る。ここでは， マハダヴィ農場成立後における企

業家的農場の発殷と，耕作農民の変容について略

述しよう紐9)。

マハダヴィ氏などのアリアバードにおける農場

創設は， テヘラン在住の企業家精神をもった大地

主，商人，牒業技師などにインパクトを与え，か

れらによる追従がマハダヴィ氏などの農場成立の

直後にあらわれた。すなわち， 1950年—Deimi

kar Co．設立の 1年後一一に，股業技師，大地主，

高級官吏によって梢成された WheatCultivation 

Co.が設立されたのを始めとして，ゴルガン各地

にこれらテヘランの企業家による農揚が生まれて

いった。 また，マノヽダヴィ農揚の活動や追従的に

出現したテヘランの企業家による股場の活動は，

I卜作料徴収のみに関心を示していた地元の地主を

覚醒させ， かれらを股場設立へはしらせることと

なった。地元の地主たちは，従来の土地を小作制

によって経営するかたわら， 王領地や国有地を借

地して， 士地を開発し新しい方法によって小変栽

培を始めていったのである。

この時期には， 王領地の借地には政治力が必要

であったし，また， 農場経営が投資対象として安

定的なものであることも証明されていなかったの

で，股場経営に参加した地元の企業家は，相当の

浚本力をもち企業家梢神を有する大地主や大股産

物南人（注10)に限られていた。

しかし， マハダヴィ股場や初期に出現した股場

が規模を拡大し， 農場経営の企業としての有利性

を証明するや， 地元またテヘランの企業家による

牒場設立が盛んとなった。また， 1958年になると

王領未利用地の払い下げがはじまり， 典業機械化

開発公社(llill)が作られ機械購入が容易になるとと

もに， 新殷場創設の動きはますます活発化した。

社会的影醤力， 資本力ともに初期の企業家と比べ

劣っていた者にも， 土地入手・機械購入は容易と

なリ， ここに多種多様な脹場経営者の出現をみる

こととなった。すなわち， 初期においては，経営

者のほとんどは，大地主，政治家， 大商人などで

あったが，この時期になると， 王室関係者，退役
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軍人，翡級‘肖{f.e, 大学教授，中小商人， 中小地主

からゴルガン地方政府出先機1具1の官吏にまで及ぶ

こととなったのである。

このように多くの農楊が生まれ， 巨額な資本が

その設立のために投ぜられたのであるが， 貸本の

投下はそれのみにとどまらず， ほとんどの股楊に

おいて相ついで付加投資が行なわれている。その

結呆， 各農場の生産力が伸び，これがゴルガン地

方の農業生産の苦しい増大へと反映したのであ

る。未利用地として耕地化されずに残っていた広

大な土地が， J即楊成立によつて平原部においては

ほとんど耕地化したことにより， ゴルガン地方の

耕地面梢は増えた。耕地面積が増大したこと，ま

た，企業家によって土地の生産性が科められる

（付加燦本の作用によって）とともに， 農業生産

に著しい伸びがみられた。 とくにこの傾向は綿花

生産(I皿12)について顕著にみとめられ， 1962年の統

計によると， ゴルガン地方はイランの綿花の46%

を生産するこの国の最大の綿花生産地となってい

る。

農揚における綿作化の傾向は耕作農民にも波及

効果を与えた。すなわち，耕作典民は自給的色彩

の濃い農業を営んでいたが， 農場の影靱をうけ，

かれらも綿作地を増やしていった。 また，新技術

採用の面でも，耕作殷民の資本能力の許すかぎり

において， かれらの企業家への追従がみられるよ

うになった。・たとえば， 耕作農民による自噴泉な

どの権漑施設への投悔， トラクターの購入， トラ

クター耕転， 綿の条柏などはその例といえよう。

典業に対する資本の付加は， 企業家のみならず従

来は静態的であった耕作脳民によってもなされる

ことになったのである。

耕作農民による綿作化は， かれらを商品経済の

中にまきこんでゆくことになった。現金術要は増
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大し，仲介商人の介在がはげしくなり， これが耕

作股民の階陥分化を促進さす触媒となっ：：：いる。

また，かれらの中に農業機械保有農家も増えたが，

耕作農民間における機械の過剰溝入が原因となっ

て・， かれらの中における上昇と下降の現象が始ま

っている（注13)。

(r:1: 9) このIlil題に1対しては，後に発火を予定して

いる報告淋にて詳述されるはずである。

(f•1:l()) かれらのほとんどが，大地主でもある。

（注11) £’足梁機械ft.I)り発公社 (Agriculturalmachi-

nery Development Bongah)は， 1957年 PlanOrgani• 

zationの中に作られたも(/)で， I・ラククーやコンパイ

ンを購入するものに 4年1iりの融代（和1子6%）をして

いる。 トラククー， コンパイン眺入者の約 8;1刈は．「i

公社(/)}棟i打をうけている。

（注12) Mahdavi設Jりが小必より糾1化栽培へ転換し

たことをみたが，このような視象は他の股均でもおこ

った。また，後期にIll現した促拗は舷ネ／］より紅il化栽培

を[lflりとしていた。綿化栽培がりii浙になった理Illにつ

いては，租ii化のi|i場条件から；悦IJJjされねばならないが

この11ij題については，つぎに発表する報告'1!卜にゆずる

ことにする。

（注13) ftfh1分化と企棠的森業の関係についての分

析は，追って別の機会にまとめる報告芯の中で発表す

る。

む す び

ゴルガン地方において， 最初に成立した企業的

経営としてのマハダヴィ農場の展開は， 当地方に

おける農場経営の企業としての有利性を実証する

ものであり，相つぐ追従者の出現を促進した。こ

のことは，それまで， 非股業部門に，また非生産

部門に流出していた資本を農業に投下さすための

促進的機能を果たしたという点，従来無機能であ

った者に， 股業の発展に対して放極的な機能をも

たせたという点において， この農場の先駆者的な

役割が評価されねばならないであろう。

イランの農業については， 発股の制度的阻因と



しての土地所有制・地主）層の存在が指摘され， ま

た， その停滞性が強調されてきた。しかし，．この

国の股業を停滞的なものとしてとらえ，

因＝地主制の存在，

た。というのは，

中にも，

発展の阻

という一義的規定は， もはや

けっして正しい問題把梱を保証しえなくなってき

一面停滞とみえるイラン農業の

今まで記述したようなかなリ顕箸な動態

的変動がみられ， そのにない手の多くが従来農業

発展の大きな阻因と考えられてきた地主層の中か

ら湖出しているという事実，そして，この種地主

の経済活動が静態的股業に動的変動をもたらす主

要なインパクトとして機能しているからである。

（アジア経済研究所i視J．在研究部第5謁．． 餡磁）
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